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( 2)

　

も
っ
と
も
重
要
な
統
計
調
査　

　

国
勢
調
査
ま
で
あ
と
少
し

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
（
国
の

統
計
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
）

に
基
づ
く
基
幹
統
計
調
査
で
あ

り
、　

月
１
日
現
在
、
日
本
国
内

10

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と
世

帯
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
や
外
国
籍
の
か
た
も
調
査
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
勢
調
査
は
、
国
の

も
っ
と
も
重
要
な
統
計
調
査
で
あ

り
、
大
正
９
年
の
第
１
回
調
査
以

来
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
の

調
査
は
、　

回
目
に
当
た
り
ま
す
。

19

　

信
頼
性
が
高
い
正
確
な
統
計
を

作
成
す
る
た
め
、
統
計
法
に
よ
り

調
査
票
の
記
入
・
提
出
に
は
義
務

（
報
告
義
務
）
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
今
の
日
本
や
板
倉
町
を
正
し

く
知
る
た
め
に
も
す
べ
て
の
か
た

か
ら
回
答
が
必
要
で
す
。

　
　

調
査
票
の
受
け
取
り
方　
　

　
　

提
出
方
法
は
？

　

国
勢
調
査
員
が
、
９
月
下
旬
に

皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
、
調
査
票

の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

記
入
方
法
に
つ
い
て
分
か
ら
な

い
こ
と
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

相
談
が
で
き
ま
す
。

国国
勢
調
勢
調
査査
・・
未未
来
へ
の
指

来
へ
の
指
標標

月
１
日

　

月
１
日
、、
全
国
一
斉

全
国
一
斉
にに
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
てて

1010の
人
と
世
帯
を
対
象
と
し

の
人
と
世
帯
を
対
象
と
し
たた
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。。

人
口
減
少
社
会
に
入
っ
て
初
め
て
と
な
る
今
回
の
調
査

人
口
減
少
社
会
に
入
っ
て
初
め
て
と
な
る
今
回
の
調
査
。。

人
口
構
造
の
最
新
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

人
口
構
造
の
最
新
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、、
明
る
い
未

明
る
い
未

来
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
協

来
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
協
力力

が
必
要
で
す

が
必
要
で
す
。。

国勢調査から見る板倉町の人口の推移

広報いたくら　Ｈ22．８．１(3)

　

調
査
票
は
、　

月
上
旬
に
国
勢

10

調
査
員
が
あ
ら
た
め
て
伺
っ
た
際

に
、「
調
査
書
類
収
納
封
筒
」
に
封

を
し
て
、
国
勢
調
査
員
に
渡
す

か
、「
郵
送
提
出
用
封
筒
」
で
町
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
調
査
票
に
記
入
漏
れ
が

あ
る
と
結
果
の
精
度
が
低
く
な

り
、
過
去
の
調
査
と
の
変
化
を
正

し
く
読
み
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。

調
査
票
を
提
出
す
る
際
、
記
入
漏

れ
が
な
い
か
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
調
査
票
に
記
入
漏
れ
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
確
認
の
た
め
町

か
ら
ご
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
員
っ
て　
　
　
　
　

　

ど
ん
な
人
？

　

国
勢
調
査
員
は
、
各
行
政
区
か

ら
選
出
さ
れ
た
統
計
調
査
協
力
員

を
総
務
大
臣
が
任
命
し
た
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
の
こ
と
で
、
顔
写

真
付
き
の
「
国
勢
調
査
員
証
」
と

「
従
事
者
用
腕
章
」
を
身
に
着
け
活

動
し
ま
す
。
全
国
で
約　

万
人
、

70

板
倉
町
で
は　

人
の
国
勢
調
査
員

76

が
調
査
活
動
に
当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
勢
調
査
員
に
は
、
統

計
法
に
よ
っ
て
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
、
調
査
上
で
知
り
得
た
秘
密

を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
世
帯
か
ら
提
出
さ

れ
た
封
筒
も
個
人
情
報
の
保
護
に

配
慮
し
、
開
封
せ
ず
封
を
し
た
ま

ま
町
に
届
け
ま
す
。

　

国
勢
調
査
で
は　
　
　
　
　
　

　

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
？

　

今
回
の
調
査
で
は
、
世
帯
員
に

関
す
る
項
目
に
つ
い
て
、「
男
女

の
別
」、「
出
生
の
年
月
」、「
就
業

状
態
」、「
従
業
地
ま
た
は
通
学

地
」
な
ど　

項
目
、
世
帯
に
関
す

15

る
項
目
に
つ
い
て
、「
世
帯
員
の

数
」、「
住
居
の
種
類
」
な
ど
５
項

目
の
合
わ
せ
て　

項
目
を
調
べ
ま
す
。
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こ
れ
ら
は
、
地
域
の
産
業
、
雇

用
、
社
会
福
祉
、
防
災
の
施
策
な

ど
に
役
立
ち
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
を
つ
く
る
上
で
必
要
な
情
報
と

い
え
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は　
　
　
　
　
　
　

　

ど
う
使
わ
れ
る
の
？

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都

道
府
県
、
町
で
行
う
行
政
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、

学
術
、
教
育
機
関
、
企
業
な
ど
幅

広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
の
身
近
な
福
祉
、
雇

用
、
環
境
な
ど
よ
り
良
い
暮
ら
し

や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

　

特
に
今
回
は
、
人
口
減
少
社

会
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
た

取
り
組
み
と
い
う
点
で
も
、
正
確

な
結
果
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

情
報
広
報
係　

�
内
線
１
５
２

国勢調査員が皆さんのお宅
にお伺いします。

国勢調査員から配布された
調査票に記入します。

記入の仕方など分からない
点は、コールセンターにお
問い合わせください。

10月１日は、日本に住む全員が参加する国勢調査の日

大切な未来につながる調査です。

調査へのご理解とご協力をお願いします。

調査票は、封をして国勢調
査員に渡すか、郵送提出用
封筒で郵送してください。

　国勢調査は、住民登録の届
け出に関係なく、実際にふだ
ん住んでいるところで調査し
ます。世帯によっては住民登
録を残したままほかの都道府
県の大学に通ったり、単身赴
任している場合があり、行政
の政策はそこに住んでいる人
や世帯について行われること
から、住民登録とは別に実態
を把握するため、国勢調査を
行う必要があります。
　また、国勢調査は、人口を知
るだけではなく、住宅や仕事
の状況などを把握することで、
これからの暮らしのための行
政に役立てるという大切な目
的があります。

●統計法によって、厳格な個人
情報保護が定められています。
●国勢調査員は、調査票の入っ
た封を開封せず、町に提出します。
●国勢調査員には、統計法によ
る守秘義務が課せられます。

設置期間：平成22年９月11日（土）～平成22年10月31日（日）
受付時間：午前８時～午後９時（土・日・祝日も利用可）

９月下旬 10月１日

ご安心ください！
あなたの個人情報

実態を把握するため
に行う国勢調査

ＩＰ電話・ＰＨＳの場合：０３－６７３８－６６７７※所定の通話料金がかかります。

国勢調査コールセンター　�０５７０－０１－２０１０（ナビダイヤル）

総務省統計局の国勢調査ホームページ　ht t p: / / www. s t at . go. j p/ dat a/ kokusei / 2010/ kouhou/ i ndex. ht m

10月上旬
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板

　

県
へ
の
届
出
か
ら　
　
　
　
　

　

町
へ
の
届
出
に
変
り
ま
す

　

町
で
は
景
観
法
に
基
づ
き
６
月

に
「
板
倉
町
風
景
計
画
」
を
策
定

し
、
併
せ
て
「
板
倉
町
風
景
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。 

　
「
板
倉
町
風
景
計
画
」
は
風
景
計

画
区
域
、
風
景
づ
く
り
の
基
本
方

針
、
良
好
な
風
景
づ
く
り
の
た
め

の
行
為
の
制
限
（
届
出
制
度
）
に

関
す
る
事
項
及
び
風
景
づ
く
り
重

点
地
区
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定

め
て
お
り
、
板
倉
町
ら
し
い
良
好

な
風
景
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
総

合
的
な
方
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
「
板
倉
町
風
景
条
例
」
は
、

風
景
計
画
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
本
町
に
お
け
る

良
好
な
風
景
づ
く
り
に
関
し
、
町

民
、
事
業
者
及
び
町
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
景
観
法

の
施
行
及
び
そ
の
他
の
必
要
な
事

項
を
定
め
た
も
の
で
す
。 

　

条
例
及
び
計
画
は　

月
１
日
か

10

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
全
域
に
お
い

て
、
県
景
観
条
例
に
基
づ
い
て
必

要
だ
っ
た
建
築
な
ど
の
一
定
規
模

以
上
の
行
為
の
届
出
が
、
景
観
法

及
び
町
の
風
景
条
例
に
基
づ
く
届

出
に
変
わ
り
ま
す
。

　
　

月
１
日
以
降
に
着
手
す
る
一

10
定
規
模
以
上
の
行
為
の
際
に
は
、

事
前
に
町
と
協
議
し
、
届
出
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

建
築
物
の
建
築
や
区
画
形
質
の

変
更
な
ど
に
お
い
て
大
規
模
な
も

の
は
周
辺
の
景
観
に
対
す
る
影
響

が
大
き
い
と
考
え
、
周
囲
の
景
観

を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い

か
町
が
条
例
に
基
づ
き
審
査
し
ま
す
。

　

大
規
模
建
築
物
等
の　
　
　
　

　

行
為
の
届
出

 　

町
全
域
（
風
景
づ
く
り
重
点
地

区
を
除
く
）
に
お
い
て
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
な
ど
に

つ
い
て
対
象
行
為
を
行
お
う
と
す

る
場
合
は
、
景
観
法
及
び
町
の
風

景
条
例
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

①
建
築
物
ま
た
は
工
作
物
の
新

築
・
増
築
・
改
築
・
移
転
、
外
観

を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
・

模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更

【
届
出
に
か
か
る
規
模
】

○
高
さ　

ｍ
を
超
え
る
建
築
物
・

12

工
作
物

○
高
さ
２
ｍ
を
超
え
る
柵
・
塀
・

擁
壁
の
類

○
建
築
面
積
が
千
㎡
以
上
の
建

築
物

②
開
発
行
為
、
屋
外
に
お
け
る
物

件
の
集
積
ま
た
は
貯
蔵
、
土
地
の

開
墾
、
土
石
等
の
採
取
な
ど

【
届
出
に
か
か
る
規
模
】

○
高
さ
２
ｍ
を
超
え
る
法
面
を
生

ず
る
も
の

○
高
さ
２
ｍ
を
超
え
る　

日
以
上

90

の
物
件
の
集
積
ま
た
は
貯
蔵

○
面
積
が
千
㎡
を
超
え
る
も
の

　

風
景
づ
く
り
重
点
地
区
内　
　

　

に
お
け
る
行
為
の
届
出

　

風
景
づ
く
り
重
点
地
区
に
お
い

て
対
象
行
為
を
行
お
う
と
す
る
場

合
は
、
景
観
法
及
び
町
の
風
景
条

例
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

【
対
象
地
区
】

○
古
利
根
地
区
（
下
五
箇
旧
河
川

区
域
）

○
利
根
川
、
谷
田
川
、
渡
良
瀬
川
、

渡
良
瀬
遊
水
地
の
河
川
区
域

【
対
象
行
為
】

○
建
築
物
ま
た
は
工
作
物
の
新

築
・
増
築
・
改
築
・
移
転
、
外
観

を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
・

模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更

○
開
発
行
為
、
屋
外
に
お
け
る
物

品
の
集
積
ま
た
は
貯
蔵
、
土
地
の

開
墾
、
土
石
等
の
採
取
な
ど

○
木
竹
の
植
栽
ま
た
は
伐
採
、
水

面
の
埋
立
て
ま
た
は
干
拓

届
出
先
・
問
合
せ

都
市
計
画
係

�
内
線
４
２
２

板
倉
町
風
景
計
画　

月
１
日
ス
タ
ー
ト

10

風
景
計
画

広報いたくら　Ｈ22．８．１(5)

メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
か
た
へ

ラ
ッ
プ
系
ご
み
の
分
別
方
法

　

７
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
で
お

願
い
し
ま
し
た
「
ラ
ッ
プ
系
燃
え

る
ご
み
」
の
分
別
に
つ
い
て
、
ご

存
じ
の
と
お
り
町
で
は
、
燃
え
る

ご
み
を
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
固
形
燃
料
）
に

し
て
受
入
企
業
へ
売
却
し
て
い
ま

す
。
売
却
と
い
っ
て
も
わ
ず
か
な

金
額
で
あ
り
、
運
搬
費
を
差
し
引

き
ま
す
と
３
千
円
／
㌧
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
受
入
企
業
か
ら
Ｒ
Ｄ

Ｆ
の
塩
素
系
数
値
が
高
く
使
用
で

き
な
く
な
る
と
の
指
示
が
あ
り
ま

し
た
。
仮
に
受
入
先
が
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
そ
の
物
を

最
終
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
、
５

万
円
／
㌧
以
上
の
経
費
が
か
か
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
町
の
財
政
を

大
き
く
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
、

ほ
か
の
事
業
に
も
影
響
が
出
か
ね

ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
な

に
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ッ
プ
系
燃
え
る
ご
み

　

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）

と
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
リ
デ
ン
（
Ｐ
Ｖ

Ｄ
Ｃ
）
製
の
ご
み
及
び
ゴ
ム
製
品

の
ご
み
を
指
し
て
い
ま
す
。

見
分
け
方

①
製
品
の
原
材
料
表
示
を
見
る

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
の
プ

　

ラ
マ
ー
ク
で
判
断
す
る

▼
プ
ラ
マ
ー
ク
に
Ｐ
Ｖ
Ｃ
と
Ｐ
Ｖ

Ｄ
Ｃ
の
材
質
表
示
が
な
け
れ
ば
、

従
来
の
燃
え
る
ご
み
で
出
せ
ま

す
。
そ
の
場
合
塩
分
を
除
く
た

め
、
内
容
物
を
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
「
ラ
ッ
プ
系
燃
え
る
ご
み
」
の

中
に
そ
れ
以
外
の
ご
み
を
入
れ
て

し
ま
う
と
、
最
終
処
分
ご
み
の
量

が
増
え
て
経
費
が
か
か
る
た
め
、

「
ラ
ッ
プ
系
燃
え
る
ご
み
」
の
み
の

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
な
お
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
資
源

化
セ
ン
タ
ー
か
各
公
民
館
の
拠
点

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１
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子
ど
も
手
当
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
今
年
の
４
月
１
日
現
在
で
、

中
学
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
か
た
や
、
こ
れ
ま
で

所
得
超
過
な
ど
の
理
由
で
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
か
た

は
、
９
月　

日
ま
で
に
申
請
す
る

30

と
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

（
手
続
き
の
対
象
と
な
る
か
た
に

は
、
関
係
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
万
一
郵
送
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

提
出
期
限　

９
月　

日　
30

(木)

※
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
し
た
場
合

は
、
提
出
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
。

提
出
先
・
問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
？

　

住
民
健
診
の
結
果
は
い
か
が
で

し
た
か
？　

健
診
は
受
け
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
結
果
を
生
か
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
生

活
習
慣
を
か
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
程　

９
月
〜
平
成　

年
３
月

23

対
象　

①
健
診
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援

ま
た
は
積
極
的
支
援
に
該
当
し
た

か
た

②
①
以
外
の
か
た
で
、
生
活
習
慣

を
改
善
し
た
い
か
た

内
容　

約
６
か
月
間
に
渡
り
、
面

接
や
運
動
教
室
な
ど
を
通
し
て
生

活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

※
①
の
か
た
に
は
、
後
日
案
内
通

知
を
送
り
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７
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10月１日から
板倉町役場で

パスポート申パスポート申請請が

              できるようになります。

ご
み
の
分
別

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

子
ど
も
手
当

館林厚生病院長講演館林厚生病院長講演会会

日時 10月13日時　10月13日日（（水）水）　午後７時～午後７時～

場所 中央公民館 大ホー場所　中央公民館　大ホールル

問合せ 保健センタ問合せ　保健センターー

��８２ー３７５８２ー３７５７７

材質名（分別）表示例

 （燃えるごみ）

  ポリ塩化ビニル
 （ラップ系燃えるごみ）

  ポリ塩化ビニリデン
 （ラップ系燃えるごみ）

プラマーク表示例



( 6)

今月も町の話題が盛りだくさん！

  ベストを尽くし
　７月４日(日)、板倉消防署において有事に

即応した消防技術の向上と消防団員の士気

の高揚を図ることを目的として、第37回板倉

消防団ポンプ操法競技大会が行われました。

　蒸し暑さのなか、各分団とも選手と団員が

一丸となり、約３か月間の厳しく苦しい訓練

の成果を発揮しました。日ごろから地域の

安全を守る各分団の迅速な行動とチーム

ワークのとれたみごとな操法に、会場を訪れ

た多くの観客から大きな声援と拍手が送ら

れました。

　　水害の恐ろしさを学ぶ
　６月26日(土)、南小学校において、第１回

水防学校が開催されました。

　国土交通省や日本気象協会のかたからは、

過去に起こった水害の記録や、雲の発生のメ

カニズムを学びました。また、１時間あたり

３００㎜の雨を体験できる降雨体験車では、

恐ろしいほどの雨を体験することができ、体

験した小学生は「まるで何かにたたかれてい

るみたい」だと話しました。

※敬称略、（　）内は分団名

 ＜大会結果＞

  第１分団 優　勝

  第３分団 準優勝

  第２分団 第３位

  第４分団 第３位

  第５分団 第３位

＜最優秀個人賞＞

  榎本吉昭（１） 指揮者

  永島一宏（５） １番員

  野口竜海（３） ２番員

 増田堅一郎（１） ３番員

  新井博文（３） ４番員

  第５分団  板倉消防団長賞

広報いたくら　Ｈ22．８．１(7)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　願いを込めて星祭り

　　知略のこの１球

　　音で涼しさを呼ぼう
　７月15日（木）、南部公民館で江戸風鈴絵付

け教室が行われました。講師の 小  峰  八  重  子 
こ みね や え こ

先生は、冷房などの機械ではなく打ち水や風

鈴の音で涼しさを感じるのはすばらしいこ

とと話しました。初めてガラスに絵付けす

るかたが多い中、皆さん透明感あふれる風鈴

に目を細めていました。

　７月６日（火）、北保育園で「たなばたふれあ

い保育」がありました。おじいちゃんやおば

あちゃんと、笹の葉に短冊を飾り付けまし

た。短冊には「さかあがりができるようにな

りたい」とか「どーなつやさんになりたい」

など、かわいらしいたくさんの夢や願いが込

められていました。

　７月９日（金）、中央公園芝生広場で第17回

夏季ゲートボール大会が行われました。今

大会最高齢74歳で出場した 鈴  木  安  治 さん（西
すず き やす じ

岡）は、「普段は週に３回、土のコートで練

習しているが、今日は芝なのでコースが変っ

てしまい難しい」と話してくれました。優勝

は16区でした。

　　ど真ん中ストレート
　７月４日（日）、11日（日）の両日、渡良瀬グラ

ウンドで第44回板倉杯争奪町民野球大会が

行われました。投げる、打つ、走る、白球を

追いかける少年のような大人たちの目は真

剣そのものです。白熱する試合が繰り広げ

られる中、みごと参加13チームの頂点に輝い

たのは「モッちゃん」でした。
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「
熱
中
症
対
策
情
報
」の
安
全
安

心
メ
ー
ル
で
、
具
体
的
な
数
値
を

載
せ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

予
想
最
高
気
温
や
湿
度
が
分
か

る
と
、
家
族
や
知
人
に
伝
え
る
時

に
話
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　
「
熱
中
症
対
策
情
報
」に
つ
い
て

は
、
館
林
地
区
消
防
組
合
が
消
防

団
や
各
市
町
の
災
害
担
当
者
へ
配

信
さ
れ
た
情
報
を
基
に
板
倉
町
の

「
安
全
安
心
メ
ー
ル
」で
広
く
周
知

し
て
い
ま
す
。

　

配
信
元
の
館
林
地
区
消
防
組
合

に
よ
る
と
、
過
去
に
熱
中
症
と
な
っ

た
事
例
は
気
温
や
湿
度
の
条
件
も

ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
何
度
以
上
に

な
る
と
危
険
と
の
基
準
が
明
確
に

　

種
子
を
使
っ
た
芸
術

　

草
花
や
木
な
ど
の
種
子
で
絵
を

描
く
工
芸『
種
子
工
芸
』。
長
瀬
さ

ん
が
命
名
し
た
こ
れ
ら
の
作
品
を

初
め
て
見
た
か
た
は
、
き
っ
と
だ

れ
も
が
想
像
を
超
え
た
種
子
の
多

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

種
子
工
芸
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
昭
和　

年
当
時
、
お
姉
さ
ん

55

が
教
え
て
い
た
町
の
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
の
工
芸
教
室
で
種
子
を

使
っ
た
ブ
ロ
ー
チ
作
り
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
も
と
も
と
新
し
い
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
好
き
な
長
瀬

さ
ん
。「
種
子
を
使
っ
て
絵
を
描

い
た
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
は
」
と

始
め
て
、
早　

年
が
た
ち
ま
し
た
。

30

　

失
敗
を
糧
と
し
て

　
「
最
初
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

分
か
ら
ず
、
失
敗
と
試
行
錯
誤
の

　

な
が
せ
・
み
よ
こ　

大
曲
在
住
／
草
花
や
木

な
ど
の
種
子
を
使
っ
て
絵
を
描
く『
種
子
工
芸
』

を
考
案
。
先
日
、
わ
た
ら
せ
自
然
館
で
開
催
さ

れ
た
初
の
個
展
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
来
場

者
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
情
報
の

メ
ー
ル
配
信

メ
ー
ル
配
信
で

予
防
対
策
の
心
が
け

独独独独独独独独独独自自自自自自自自自自のののののののののの芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術術術性性性性性性性性性性をををををををををを高高高高高高高高高高めめめめめめめめめめたたたたたたたたたた種種種種種種種種種種子子子子子子子子子子工工工工工工工工工工独自の芸術性を高めた種子工芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸

自自自自自自自自自自然然然然然然然然然然のののののののののの素素素素素素素素素素材材材材材材材材材材をををををををををを芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術術術にににににににににに昇昇昇昇昇昇昇昇昇昇自然の素材を芸術に昇華華華華華華華華華華華

長瀬 美代子さん

(9) 広報いたくら　Ｈ22．８．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

繰
り
返
し
で
し
た
」
と
話
す
長
瀬

さ
ん
。
種
子
で
分
か
ら
な
い
こ
と

は
、
知
り
合
い
の
植
物
に
詳
し
い

先
生
に
い
ろ
い
ろ
尋
ね
た
り
も
し

た
そ
う
で
す
。

　

種
子
の
採
取
は
春
か
ら
秋
に
か

け
て
行
い
、
近
所
や
土
手
な
ど
何

気
な
く
落
ち
て
い
る
よ
う
な
自
然

の
も
の
を
使
い
ま
す
。「
種
子
は

早
め
に
採
取
し
た
も
の
と
完
熟
し

た
も
の
と
で
は
、
色
合
い
が
違
っ

て
き
ま
す
。
人
も
そ
れ
ぞ
れ
表
情

が
違
う
よ
う
に
、
種
子
に
も
表
情

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ
が
魅
力

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

制
作
工
程
は
、
ま
ず
下
絵
を
描

き
、
そ
こ
に
和
紙
を
何
枚
か
貼
っ

て
背
景
を
作
り
ま
す
。「
自
分
で

考
え
た
下
絵
を
描
い
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
作
品
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま

す
」
と
長
瀬
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
防
腐
の
た
め
に
干
し

上
げ
て
お
い
た
種
子
を
電
子
レ
ン

ジ
で
加
熱
処
理
し
、
木
工
用
ボ
ン

ド
を
塗
り
、
竹
ぐ
し
を
使
っ
て
種

子
の
向
き
や
形
の
大
小
も
考
え
な

が
ら
一
粒
ず
つ
貼
り
付
け
て
い
き

ま
す
。
１
つ
の
絵
を
完
成
さ
せ
る

の
に
約
半
年
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

色
あ
せ
ぬ
芸
術
へ
の
情
熱

　

現
在
、
長
瀬
さ
ん
は
、
板
倉
町

と
館
林
市
の
公
民
館
で
、
種
子
工

芸
の
絵
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
の

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
中
に
は

　

年
以
上
も
い
っ
し
ょ
に
作
品
を

20作
っ
て
い
る
生
徒
さ
ん
も
い
る
と

か
。
長
瀬
さ
ん
自
身
も
日
本
画
を

習
っ
て
お
り
、
芸
術
へ
の
探
求
心

は
今
も
何
ら
色
あ
せ
ま
せ
ん
。

　

と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
る

長
瀬
さ
ん
。
そ
ん
な
長
瀬
さ
ん
の

理
想
は
、
板
倉
町
に
来
れ
ば
種
子

工
芸
と
い
う
作
品
に
出
会
え
る
場

が
も
っ
と
広
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
。

「
町
内
に
は
、
書
道
や
陶
芸
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
た
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
う

し
た
か
た
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に
活

躍
で
き
る
場
と
し
て
、
み
ん
な
の

美
術
館
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■レポーター

広報編集委員

土橋ひろ子

は
な
い
そ
う
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
以
外

に
も
、
体
調
不
良
や
年
齢
な
ど
個

人
差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
館
林
地
区
消
防
組
合

で
は
、
過
去
の
事
例
や
天
気
概
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
数
値

を
入
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
の
配
信
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
熱
中
症
の
予
防
対
策

と
し
て
、
次
の
こ
と
に
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

①
十
分
な
睡
眠
時
間
を
と
る
な
ど

　

の
体
調
管
理

②
発
汗
し
や
す
い
よ
う
に
風
通
し

　

の
良
い
吸
湿
性
の
あ
る
服
の
着
用

③
外
出
時
の
帽
子
や
日
傘
の
使
用

④
細
め
な
水
分
摂
取
や
塩
分
の
補
給

▼
安
全
安
心
メ
ー
ル
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
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宮  
西  

み
や 
に
し 

伸  
光  
准
教
授

の
ぶ 
み
つ

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　
　
　

食
環
境
科
学
科

糖
質
・
糖
鎖
の
研
究
で
生
命
の
神
秘
を
探
る

新たな出発
　昨年度から、３学科に増えた板倉キャンパス
の中で、２番目に年齢の若い宮西准教授。
　大学卒業後に一度民間企業に就職するも、再
度学者を目指し留学。帰国後は、香川大学の総
合生命科学研究センターで非常勤講師をしてい
ましたが、この４月から食環境科学科で教 鞭 を

べん

執ることになりました。

研究内容について
　宮西准教授は、糖質科学についての研究を専
門としています。生命がなぜ生きるために糖質
や 糖  鎖 を必要とするのか、研究室でその構造解

とう さ

析や意味などを調べ、糖と生命との関わりの謎
解きをしています。そして、新しい発見をイン
フルエンザ予防やがん治療などの医療分野の発
展に役立てたり、海藻から取り出したオリゴ糖
を使い、新しい健康食品を開発したりしています。
　「板倉町の近隣には、食品メーカーがたくさ
んありますので、機会があれば、ぜひいっしょ
に仕事をしてみたいですね」と、企業の開発部
門との共同開発なども視野に入れています。

生涯現役で研究を
　自身の知的好奇心を満たすため学者を志した
宮西准教授。「生涯現役で、実験の現場にいた
い。新しい発見は、必ず研究室から生まれるも
のですから、自分自身の知識を磨いて最後まで
研究室に立っていたいです。そして、その姿を
見て学生たちが、成長してくれたらうれしいで
すね」と将来について話してくれました。
■レポーター　広報編集委員　須永好洋

■主な研究テーマ
・糖鎖生物学、糖質・糖鎖の構造解析
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◆
申
込
先
・
受
付

８
月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

(日)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

東
部
公
民
館

◆
「
立
川
志
の
吉
」
独
演
会

日
時　

８
月　

日　
29

(日)

　
　
　

午
後
６
時
開
演

会
場　

東
部
公
民
館
講
堂

出
演
者　

立
川
志
の
吉
・
ゲ
ス
ト

（
未
定
）

木
戸
銭　

１，
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

東
部
公
民
館

主
催　

東
部
公
民
館
利
用
団
体
連

絡
協
議
会

◆
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室

期
日　

９
月　

日　

・　

月　

日

15

(水)

10

20

　

・　

月　

日　

（
全
３
回
）

(水)

11

17

(水)

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

生
花
を
使
っ
た
季
節
感
の

あ
る
楽
し
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト

講
師　
 
飛  
田  
幸  
恵 
さ
ん

ひ 

だ 
ゆ
き 
え

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

各
回
３，
０
０
０
円
（
花

材
・
資
材
費
を
含
む
）

持
参
品　

花
切
り
は
さ
み
・
筆
記

用
具
・
ぞ
う
き
ん
・
ゴ
ミ
袋

申
込
期
限　

各
回
実
施
日
１
週
間

前
ま
で

　

南
部
公
民
館

◆
女
性
め
ん
打
ち
教
室

期
間　

８
月
〜　

月
（
全
５
回
）

12

初
回　

８
月　

日　
26

(木)

時
間　

午
前
９
時

内
容　

初
心
者
向
け
う
ど
ん
・
そ

ば
打
ち
・
つ
ゆ
作
り

講
師　
 
荻  
野   
文 
さ
ん

お
ぎ 
の 

ふ
み

対
象　

初
心
者
の
か
た　

名
12

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

期
間　

８
月
〜　

月
（
全
６
回
）

11

初
回　

８
月　

日　
28

(土)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

手
提
げ
・
ポ
ー
チ
作
り

※
初
心
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。

講
師　
 
大  
岩  
仁  
美 
さ
ん

お
お 
い
わ 
ひ
と 
み

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

◆
男
性
め
ん
打
ち
教
室

期
間　

８
月
〜　

月
（
全
５
回
）

12

初
回　

８
月　

日　
29

(日)

時
間　

午
前
９
時

内
容　

初
心
者
向
け
う
ど
ん
・
そ

ば
打
ち
・
つ
ゆ
作
り

講
師　
 
荻  
野   
文 
さ
ん

お
ぎ 
の 

ふ
み

対
象　

初
心
者
の
か
た　

名
12

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

◆
３
Ｂ
体
操
教
室

期
日　

９
月
２
日　

・
９
日　

・

(木)

(木)

　

日　
16

(木)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

日
頃
の
運
動
不
足
を
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
解
消
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

講
師　
 
江  
原  
礼  
子 
さ
ん

え 
は
ら 
れ
い 
こ

対
象　

一
般
成
人
（　

歳
〜　

歳

40

60

代
）　

名
20

参
加
費　

無
料

服
装
等　

運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴

中央公民館　  �82- 2435 �82- 2436

東部公民館     �82- 1241 �80- 4047

南部公民館     �82- 1424 �82- 1943

北部公民館     �77- 1855 �77- 1854

海洋センター      �82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館       �82- 1935 �82- 0664

◆子ども会林間学校

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

あなたに役立つ
生涯学習のページ

The s t ep Boar d of  Educat i on

公
民
館
・
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

受
講
生
募
集

　

家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
こ
と

が
多
く
な
る
夏
休
み
は
、
子
ど

も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
成

長
す
る
時
期
で
す
。
成
長
す
る

過
程
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
も

生
じ
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
自
分

で
解
決
で
き
る
子
も
い
ま
す

が
、
相
談
も
で
き
ず
に
解
決
で

き
な
い
で
悩
ん
で
い
る
子
や
そ

の
保
護
者
の
か
た
も
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
い
く
た
め
の
、

教
育
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
程　

広
報
紙
裏
表
紙
に

掲
載
の
「
８
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　
�
　

－

０
８
３
４

82

来
所
相
談　

電
話
で
予
約
し
て

中
央
公
民
館
２
階
の
教
育
相
談

室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
期
間
中
の　

教
育
相
談
の
ご
案
内

公民館に集まろう！

８月11日(水)・18日(水)
25日(水)・９月11日(土)
町内各公民館で開催

～自主学習と体験教室～

体験教室の内容は、町ホーム

ページをご覧ください。

広報いたくら　Ｈ22．８．１(11)

　

北
部
公
民
館

◆
女
性
講
座

期
日　

９
月　

日　

・　

月　

日

19

(日)

10

23

　

・　

月　

日　

・　

月　

日

(土)

10

29

(金)

12

19

　

・
平
成　

年
１
月　

日　

(日)

23

23

(日)

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ

ワ
ー
・
錦
松
梅
づ
く
り
・
１
日
研

修
な
ど

対
象　

一
般
成
人　

名
20

費
用　

実
費
負
担

※
内
容
は
、
回
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
弓
道
教
室
（
後
期
）

期
間　

９
月
〜　

月
（ 
全　

回
）

11

10

毎
週
土
曜
日

時
間　

午
後
７
時

場
所　

栃
木
県
藤
岡
弓
道
場

参
加
費　

１，
０
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

20

申
込
方
法　

８
月　

日　

ま
で
に

28

(土)

参
加
費
を
添
え
て
来
所
申
込
み

日
時　

８
月　

日　
25

(水)

　
　
　

午
前
９
時　

分
30

場
所　

東
部
公
民
館
２
階
会
議
室

定
員　

先
着　

名
10

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
傍
聴

し
た
い
か
た
は
、
当
日
、
会
議
開

始　

分
前
か
ら　

分
前
ま
で
に
直

30

15

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
施
設
係

�
内
線
６
１
１

　

各
公
民
館

◆
お
話
し
会
を
開
催

・
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時　

８
月　

日　
21

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

・
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時　

８
月　

日　
21

(土)

　
　
　

午
前　

時
10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館
講
堂

・
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時　

８
月　

日　
21

(土)

          
午
前　

時　

分

10

30

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
・
手
遊
び

や
ゲ
ー
ム

場
所　

北
部
公
民
館
和
室

　

わ
た
ら
せ
自
然
館

※
月
・
火
曜
日
・
祝
日
は
休
館

日
、
月
・
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
水
・
木
曜
も
休
館

◆
ム
シ
キ
ン
グ
す
も
う
大
会

期
日　

８
月
７
日　
(土)

時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

対
象　

小
学
生
以
下

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

８
月
５
日　
(木)

※
カ
ブ
ト
ム
シ
か
ク
ワ
ガ
タ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
版
画
「 
鈴  
木  
康  
弘 
展
」

す
ず 
き 
や
す 
ひ
ろ

期
間　

８
月　

日　

〜
９
月
５
日　

27

(金)

(日)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

入
場
料　

無
料

　

ご
家
族
の
た
め
に
無
添
加
の
味

噌
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

簡

単
に
作
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付　

８
月　

日　

〜

19

(木)

※
１
組
４
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

南
部
公
民
館

日
時　

９
月　

日　
12

(日)

〔
昼
の
部
〕　

午
後
２
時

〔
夜
の
部
〕　

午
後
６
時

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

上
映
映
画　

劔
岳　

〜
点
の
記
〜

料
金　

前
売
券　

１，
０
０
０
円

　
　
　

当
日
券　

１，
２
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
買
い
求
め
は
、

各
公
民
館
ま
で
。

主
催　

板
倉
町
文
化
協
会

期
日　

９
月　

日　
26

(日)

会
場　

板
倉
ゴ
ル
フ
場

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

参
加
費　

１
２，
５
０
０
円
（
プ

レ
ー
費
込
み
、
当
日
支
払
い
）

定
員　

先
着　

組
（
２
４
０
名
）

60

申
込
方
法　

８
月　

日　

ま
で

20

(金)

に
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、

提
出
。

公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

予
約
受
付
開
始

　

天
然
み
そ
作
り

優
良
映
画
上
映
会

　
 
劔  
岳 　

〜
点
の
記
〜

つ
る
ぎ 

だ
け

参
加
者
募
集

　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

傍
聴
で
き
ま
す

　

教
育
委
員
会
議

　

町
で
は
、
家
庭
教
育
の
重
要

性
を
考
え
、
そ
の
充
実
を
図
る

た
め
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し

て
お
り
、
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

日
時　

９
月
２
日　

・　

月　

(木)

11

18

日　

・
平
成　

年
１
月　

日　

(木)

23

18

(火)

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

時
間　

午
後
２
時

会
場　

板
倉
中
学
校

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

テ
ー
マ　

思
春
期
の
子
ど
も
と

か
か
わ
る
秘
訣
パ
ー
ト
１
〜
３

内
容　

子
ど
も
へ
の
対
応
の
仕

方
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
方
法

な
ど

講
師　

藤
岡
市
教
育
委
員
会
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
群
馬
県
教
育
セ

ン
タ
ー
指
導
主
事
な
ど

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

８
月　

日　
31

(火)

問
合
せ
・
申
込
先

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
３

家
庭
教
育
学
級

全公民館、わたらせ自然
館、海洋センターは休館
します。

休館日の
　お知らせ

８月14日(土)
　　15日(日)
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《広告》《広告》

対
象
者

①
承
認
期
間
が
９
月　

日
ま
で
の

30

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持
つ

町
内
在
住
の
か
た

②
有
効
期
間
が
６
月　

日
ま
た
は

30

平
成　

年
６
月　

日
ま
で
の
小
児

23

30

慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

持
つ
児
童
の
保
護
者
で
、
町
内
在

住
の
か
た

支
給
額　

月
当
た
り
３，
０
０
０
円

※
４
月
〜
９
月
に
お
け
る
承
認
期

間
の
月
数
分

※
４
月
以
前
に
受
給
者
証
が
交
付

さ
れ
３
月
分
ま
で
の
見
舞
金
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
交
付

月
か
ら
支
給
し
ま
す
。

※
対
象
者
が
、
死
亡
・
転
出
な
ど

の
理
由
で
条
件
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
該
当
し
な
く

な
っ
た
月
分
ま
で
を
ご
家
族
に
支

給
し
ま
す
。

申
請
期
限　

９
月
３
日　
(金)

申
請
に
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
ま

た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証

②
対
象
者
名
義
の
通
帳

③
印
鑑

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
未
受
給
の
か
た
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
児
童

を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の

日
時　

８
月　

日　
　

12

(木)

　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

担
当　

保
健
師
・
栄
養
士
（
医
師

の
個
別
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
）

持
参
す
る
も
の　

健
康
診
査
結
果
表

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未

納
と
な
っ
て
い
る
か
た
に
対
し

て
、
日
本
年
金
機
構
が
委
託
し
た

会
社
（
㈱
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
）
が
電
話
で
保
険
料
の
納
付
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内

は
、
平
日
だ
け
で
は
な
く
、
土
日

や
夜
間
に
も
し
て
い
ま
す
。
大
事

な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た

め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

太
田
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課

�
　

－
３
７
１
６

49

母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る

父
子
家
庭
な
ど
の
父
ま
た
は
養
育
者

要
件　
　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

18

最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ

31

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

・
父
母
が
離
婚

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

・
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

・
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

・
未
婚
の
母
の
子

手
当
額　

月
額
９，
８
５
０
円
〜

４
１，
７
２
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の
児
童

20

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額　

月
額

・
１
級　

５
０，
７
５
０
円

・
２
級　

３
３，
８
０
０
円

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

健
康
診
査
の
結
果
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
住
民
健
診
・
人
間

ド
ッ
ク
の
健
診
結
果
の
見
方
に
つ

い
て
説
明
し
、
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
申
請
を

特
定
疾
患
患
者
等
支
給

見
舞
金
支
給
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料　
　
　

電
話
に
よ
る
納
付
案
内

ご
相
談
く
だ
さ
い　
　
　

健
康
診
査
結
果
説
明
会

(13) 広報いたくら　Ｈ22．８．１

期
日

１
日
目　

９
月
８
日　
(水)

２
日
目　

９
月　

日　
22

(水)

３
日
目　
　

月
６
日　

10

(水)

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

場
所　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

対
象　

統
合
失
調
症
患
者
の
家
族

な
ど

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
係　

�
　

－

３
２
３
０

72

　

地
産
地
消
を
目
的
と
し
た
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
地

域
の
食
材
を
使
っ
た
ご
家
庭
の
自

慢
料
理
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
関
す
る
専
門
的

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

費
用　

無
料

相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

相
談
先
・
問
合
せ

県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
相
談
窓
口

（
前
橋
市
朝
日
町
３－

　

－

　

）

21

36

前
橋
赤
十
字
病
院
内

�
０
２
７－

２
２
４－

２
９
９
５

　

統
合
失
調
症
の
病
気
や
、
福
祉

制
度
、
家
族
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
、
ほ
か
の
ご
家
族
の
か
た
が
た

と
い
っ
し
ょ
に
学
ん
だ
り
、
話
し

た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。　

試
験
日　
　

月　

日　

10

17

(日)

場
所　

高
崎
経
済
大
学

受
験
料　

８，
５
０
０
円

申
込
書
配
布
期
間

８
月
２
日　

〜　

日　

(月)

31

(火)

申
込
受
付
期
間

８
月
２
日　

〜　

日　

(月)

31

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

上
下
水
道
係

�
内
線
２
４
４

　

高
次
脳
機
能
障
害
を
お
持
ち
の

か
た
の
日
常
生
活
や
社
会
復
帰
、

東洋大学交換留学生
ホストファミリー募集

　交換留学生に日本の生活習慣や文
化を体験させるため、板倉町ホーム
ステイプログラムを実施します。
　ご協力いただけるホストファミ
リーの応募をお待ちしています。
ホームステイ期間
10月29日(金)～11月１日(月)（３泊）
ホストファミリーの応募条件
　国際交流に理解があり、期間中、
大学などへの送迎や個室の提供（も
しくは、同性のご家族との相部屋も
可）が可能なかた。
※家族構成に制限はありませんが、
単身世帯（ひとり世帯）は不可。
留学生数
42名（男子19名、女子23名）
国籍はアイルランド、フランス、中国、
アメリカ、韓国、オーストラリアなど
謝礼　６，０００円（１泊2，０００円×3）
募集期間　９月１日(水)～30日(木)
申込先・問合せ
○東洋大学国際交流センター事務室
�０３－３９４５－７５５９
�０３－３９４２－２４８９
�ml i po@ml . t oyonet . t oyo. ac. j p
○板倉町国際交流協会事務局
　（企画調整係内）
�内線１４１
�kokusai @t own. i t akur a. gunma. j p

対
象
者　

料
理
の
レ
シ
ピ
を
作
成

で
き
る
か
た
な
ら
ど
な
た
で
も

課
題　

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
わ

が
家
の
自
慢
料
理

※
食
材
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

９
月　

日　
30

(木)

※
応
募
用
紙
や
応
募
要
領
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

０
１
９
３

板
倉
町
泉
野
１－

１－

１

東
洋
大
学
地
域
活
性
化
研
究
所

「
地
産
地
消
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」係

�
　

－

９
０
２
６

82

 

http://www.toyo.ac.jp

　

停
電
情
報
公
開
サ
ー
ビ
ス
は
、

東
京
電
力
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内

で
発
生
し
た
停
電
に
関
す
る
情
報

を
、
東
京
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
、
か
つ
地
図
を
用
い
て
分
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
取
扱

い
、
免
責
事
項
を
必
ず
お
読
み
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
京
電
力
太
田
支
社

群
馬
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０－

　

－

５
２
２
２

99

 

http://teideninfo.tepco.

co.jp/

（
パ
ソ
コ
ン
）

 

http://teideninfo.tepco.

co.jp/i/

（
モ
バ
イ
ル
）

東
京
電
力
停
電
情
報

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
公
開

家
族
の
対
応
を
学
ぶ

統
合
失
調
症

下
水
道
排
水
設
備
工
事　

責
任
技
術
者
試
験
開
催

高
次
脳
機
能
障
害
支
援

相
談
窓
口
に
つ
い
て

催
し
・
募
集

東
洋
大
学
主
催

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

電話当 番 店曜日日月

82- 0261㈲小倉設備日１

８

77- 0057宇治川管工土７

82- 1856高田管工設備日８

77- 0358㈲長谷川設備土14

82- 2982土橋設備日15

82- 2152㈲佐山設備土21

82- 0537㈲根岸工業日22

82- 1025㈲鈴木設備土28

82- 0027㈲岩崎設備日29

82- 0001㈲しんえい設備土４

９

82- 0095山岸管工設備日５

82- 0261㈲小倉設備土11

77- 0057宇治川管工日12

82- 1856高田管工設備土18

77- 0358㈲長谷川設備日19

○水道料金納入地区　1～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　8月26日（木）



( 14)�板倉町役場　�８２－１１１１　�８２－１３００　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　

脳
を
若
々
し
く
保
ち
、
心
豊
か

に
過
ご
す
た
め
、
心
き
ら
め
き
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月
〜　

月
の
毎
月
１
回

10

12

　
　
　
（
１
コ
ー
ス
全
３
回
）

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

町
内
に
住
む
、
お
お
む

ね　

歳
以
上
の
か
た

65
募
集
人
数　

先
着　

名
15

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

内
容　

①
認
知
症
予
防
の
健
康
学　

②
か
ら
だ
困
り
ご
と
相
談　

③
こ
こ
ろ
活
性
体
操

④
脳
が
目
覚
め
る
ア
ー
ト
体
験

⑤
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

申
込
期
限　

８
月　

日　
31

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
高
齢
係

�
内
線
３
２
３

　

何
か
運
動
を
始
め
た
い
と
考
え

て
い
る
か
た
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
　

月
〜　

月
の
毎
週
木
曜

10

12

日　
（
１
コ
ー
ス
全　

回
）

10

　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

10

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

町
内
に
住
む
、
お
お
む

ね　

歳
以
上
の
か
た

65
募
集
人
数　

先
着　

名
（
男
女
各

20

　

名
ず
つ
）

10※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

内
容

①
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス
向
上
運
動　

②
か
ら
だ
困
り
ご
と
相
談　

③
す
っ
き
り
お
口
の
健
康
学

④
バ
ラ
ン
ス
栄
養
学

⑤
骨
密
度
・
体
力
測
定

申
込
期
限　

８
月　

日　
31

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
高
齢
係

�
内
線
３
２
３

　

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
、
普

通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月　

日　
12

(日)

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

館
林
消
防
署　

会
議
室

　
　
　
（
館
林
市
美
園
町
７－

３
）

対
象　

板
倉
町
、
館
林
市
、
明
和

町
、
千
代
田
町
、
邑
楽
町
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
し
て
い
る　

歳
以
上

15

の
か
た

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

25

内
容　

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

　
　
　
（
救
命
に
必
要
な
基
礎
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
間　

８
月
９
日　

〜　

日　

(月)

31

(火)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
消
防
署
救
急
係

�
　

－

３
１
７
１

72

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成　

年
度
町
道
４
０
７
３
号

22

線
外
舗
装
新
設
工
事

工
事
場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内

設
計
価
格　

６，
７
８
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

６，
２
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

６，
０
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

斎
藤
建
設
工
業�

▼
平
成　

年
度
町
道
１－

９
号
線

22

用
地
測
量
業
務
委
託

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格　

８，
０
５
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

７，
３
５
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

７，
１
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
島
崎
測
量
設
計

▼
平
成　

年
度
町
道
７
０
９
７
号

22

線
測
量
設
計
業
務
委
託

工
事
場
所　

大
字
西
岡
地
内

設
計
価
格　

３，
７
０
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

３，
４
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

３，
２
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

晃
和
測
量
設
計�

▼
平
成　

年
度
町
道
１
０
６
９
号

22

線
測
量
設
計
業
務
委
託

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格　

３，
２
９
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

３，
０
２
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

２，
８
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

東
毛
測
量
設
計�

▼
平
成　

年
度
町
道
１
１
８
２
号

22

線
測
量
設
計
業
務
委
託

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

設
計
価
格　

２，
７
１
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

２，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

２，
４
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

東
毛
測
量
設
計�

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▼
板
倉
町
立
板
倉
中
学
校
浄
化
槽

改
修
工
事

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

設
計
価
格　

４
６，
７
７
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

４
０，
０
０
０，
０
０
０
円

落
札
価
格　

４
０，
０
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

神
寛
・
岩
崎
板
倉
町

立
板
倉
中
学
校
浄
化
槽
改
修
工
事

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼
板
倉
町
立
板
倉
中
学
校
普
通
教

室
北
側
サ
ッ
シ
改
修
工
事

工
事
場
所　

大
字
板
倉
町
地
内

設
計
価
格　

７，
５
０
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

６，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
価
格　

６，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
表
示

　

防
衛
省
で
は
、
以
下
の
自
衛
官

を
募
集
し
ま
す
。

▼
一
般
曹
候
補
生　

日
本
国
籍
を

有
し　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
女

18

27

試
験
日　

９
月　

日　
18

(土)

場
所　

福
祉
会
館
（
太
田
市
）

▼
航
空
学
生　

日
本
国
籍
を
有
し

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
女

18

21

試
験
日　

９
月　

日　
23

(祝)

場
所　

勢
多
会
館
（
前
橋
市
）

▼
自
衛
官
候
補
生　
　

歳
以
上　

18

27

歳
未
満
の
男
女

試
験
日　

９
月
上
旬
〜
下
旬

場
所　

新
町
駐
屯
地
ま
た
は
相
馬

原
駐
屯
地

受
付
期
間　

８
月
１
日　

〜
９
月

(日)

　

日　
10

(金)

※
年
齢
は
、
平
成　

年
４
月
１
日

23

現
在

問
合
せ

○
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太

田
出
張
所

�
　

－

５
５
６
３

45
○
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０－

　

－

３
７
９
２

06
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/gunma/

国
を
守
る
力

自
衛
官
募
集
し
ま
す

入
札
結
果

催
し
・
募
集

あ
な
た
が
守
れ
る
命

普
通
救
命
講
習
会
開
催

第　

期
ア
ク
テ
ィ
ブ
教
室

10
参
加
者
募
集

第
１
期
心
き
ら
め
き
教
室

参
加
者
募
集

(15) 広報いたくら　Ｈ22．８．１

年累計  177件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（６月16日～７月15日）
０件(   13件)�侵入窃盗
０件(   ８件)�車上ねらい
１件(   ２件)�自動販売機ねらい
１件(   11件)�乗物盗難
６件(   28件)�その他の事件
３件(   27件)�人身事故
18件(   88件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

　高齢者をはじめ皆さんの幅広いご
意見を、高齢者医療制度改革会議の
議論に反映できるよう、公聴会を開
催します。
日時　10月５日（火）
　　　午後１時～３時30分
場所　東京都新宿文化センター
内容　
①新たな高齢者医療制度案の概要説明
②参加者との意見交換
参加費　無料
申込方法　参加申込書に開催地・氏
名（フリガナ）・郵便番号・住所・電
話番号・職業・年齢を記入のうえ、
はがき・ＦＡＸ・電子メールでお申
し込みください。（申込者多数の場
合は抽選）参加申込書はホームペー
ジからダウンロードできます。
申込期限　９月21日(火）
（郵送の場合、期限当日まで消印有効）
申込先・問合せ
厚生労働省保険局高齢者医療課
〒１００－８９１６
東京都千代田区霞が関１－２－２
�０３－５２５３－１１１１
�０３－３５９５－３５０６
�kochokai @mhl w. go. j p
 ht t p: / / www. mhl w. go. j p/ t opi cs /
2010/ 06/ t p0601- 1. ht ml

新たな高齢者医療制度
公聴会開催

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。○土井レディスクリニックは産婦人科のみの診療になります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

町
県
民
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
２
期
）

納
期
限　

８
月　

日　
31

(火)

問
合
せ　

課
税
係
・
収
税
係

�
内
線
２
１
１
〜
２
１
６

　
　
　

２
２
１
・
２
２
２

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

最上胃腸科外科
７４－３７６３

真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

横田医院
７２－０２５５

まりレディスクリニック
７６－７７７５

８月１日
（日）

ー
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

寺内医院
８８－１５１１

増田医院
８２－２２５５

落合医院
７２－３１６０

８月８日
（日）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

慶友整形外科病院
７２－６０００

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

星野こどもクリニック※
７０－７２００

多々良診療所
７２－３０６０

８月15日
（日）

ー
館林医院

７４－２１１２
三浦医院

６２－２９１７
益田小児科医院※
６２－５５３５

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

８月22日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

田沼整形外科医院
８８－９２２３

みづほクリニック
２０－１１２２

長谷川クリニック
８０－３３１１

土井レディスクリニック
７２－８８４１

８月29日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

高木整形外科
６２－６６１１

湯沢医院
６２－２２０９

ミツワ診療所
７０－３０３０

森下内科医院
７３－７７７６

９月５日
（日）

ー
後藤クリニック
７０－２２３３

石山医院
８２－０１０３

菅沼医院
７２－９０９０

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

９月12日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

井上整形外科医院
８２－１１３１

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

阿部医院
６２－５４２８

横田胃腸科内科
７２－４９７０

９月19日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　 

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

よ
る
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月　

日　
24

(火)

　
　
　

午
後
４
時

場
所　

館
林
厚
生
病
院　

多
目
的

ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
白
内
障
と
緑
内
障
に
つ

い
て
」

講
師　
 
細  
貝  
真  
弓 　

医
師
（
館
林

ほ
そ 
が
い 
ま 
ゆ
み

厚
生
病
院　

眼
科
医
員
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

直
接
会
場
へ

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72
日
時　

８
月　

日　
28

(土)

　
　
　

午
後
２
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

館
林
高
等
看
護
学
院　

講
堂

テ
ー
マ　
「
予
防
接
種
の
最
新
情
報
」

募
集
人
員　

事
務
員
（
１
名
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
の
あ
る
か

た
で
、
高
齢
者
雇
用
・
福
祉
に
関

心
が
あ
る
か
た

提
出
書
類　

履
歴
書

申
込
期
限　

８
月　

日　
20

(金)

※
給
料
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
９
５
２

82

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
医
師
に

講
師　
 
小  
柳  
富  
彦 　

医
師（
こ
や

こ 
や
な
ぎ 
と
み 
ひ
こ

な
ぎ
小
児
科
院
長
）

テ
ー
マ　
「
子
宮 
頸 
が
ん
予
防
ワ

け
い

ク
チ
ン
」

講
師　
 
真  
中  
千  
明 　

医
師
（
真
中

ま 
な
か 
ち 
あ
き

医
院
院
長
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

直
接
会
場
へ

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
市
邑
楽
郡
医
師
会

事
務
局

�
　

－

１
１
３
２

72
▼
北
小
学
校
の
体
育
館
用
と
し
て

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ　

１
台

 
大  
山 
ヨ
シ　

様（
東
京
都
豊
島
区
）

お
お 
や
ま

▼
教
育
文
化
に
関
す
る
事
業
と
し
て

金
２
０
０，
０
０
０
円

板
倉
町
広
報
編
集
委
員
会　

様

寄
附
採
納

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

「
こ
ど
も
の
予
防
接
種
の

お
は
な
し
」
市
民
講
座

目
の
健
康
の
た
め
に

健
康
講
座
開
催

催
し
・
募
集



( 16)

かたらい橋

●
人
権
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係　
�
内
線
２
３
２

●
行
政
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係　
�
内
線
２
３
２

●
法
律
相
談　

午
後
１
時
〜
３
時

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係　
�
内
線
２
３
２

●
農
地
相
談　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会　
�
内
線
４
１
５

●
教
育
相
談　

午
後
２
時
〜
４
時

　

問
合
せ　

教
育
研
究
所
（
中
央
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

－

０
８
３
４

82

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
情
報

　

▼
心
配
ご
と
相
談　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談（
毎
週
月
〜
金
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

問
合
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

　

▼
す
く
す
く
発
達
相
談
（
作
業
療
法
士
）

　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

※
要
予
約

　

▼
健
康
相
談　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
相
談
情
報

　

▼
子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

　
　

午
前
９
時
〜
正
午　

※
要
予
約

　

▼
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

※
要
予
約

30

　

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

保
健
係　
�
　

－

３
２
３
０

72

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

中
央
公
民
館　
�
　

－

２
４
３
５

82

　
　
　
　
　

東
部
公
民
館　
�
　

－

１
２
４
１

82

　
　
　
　
　

南
部
公
民
館　
�
　

－

１
４
２
４

82

　
　
　
　
　

北
部
公
民
館　
�
　

－

１
８
５
５

77

●
交
通
事
故
出
張
相
談

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

※
要
予
約

10

　

問
合
せ　

太
田
市
役
所
交
通
政
策
課

　
　
　
　
　

交
通
安
全
係　�
　

－

１
８
２
６

47

人　口　　 １６，０５１人（＋１）
　　男　　　 ７，９７４人（＋２）
　　女　　 　８，０７７人（－１）
世帯数　　 　５，２２２戸（＋６）
              （　）内は前月比
　　　　平成２２年７月１日現在

定　

例　

相　

談

今月の表紙
　７月25日（日）、中央公園グランドで板倉サッ
カークラブJr . による交流サッカー大会が開催
されました。東京はじめ関東各所から７チーム
が集まり、炎天下、必死にボールを追いかける
子どもたちがまぶしく輝いていました。

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
７６５４ 窓口延長～19: 30３２１

●健康相談(保)
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

◆離乳食教室(保)●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）

◆粗大ごみ有料収集
　申込み締切日(資)
◆住民健診結果説明会
　　　　　　　(北公)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)
◆固定資産税第２期
◆国民健康保険税第１期
◆介護保険料普通徴収
　第１期
◆後期高齢者医療保険
　料普通徴収第１期

◆県民交通安全日

14131211 窓口延長～19: 3010９８
◆布団家具類受入日(資)
　※9: 00～15: 00
◆住民健診結果説明会

(保)

●季楽里なんでも学習会
　(中公)　※19: 00

●人権相談(東公)
●行政相談(東公)
●法律相談(中公）
●心配ごと相談(福)
●健康相談(福)
◆粗大ごみ有料収集
　調査日(資)
◆３歳児健診(保)

◆季楽里
　　　「夏の感謝祭」

21201918 窓口延長～19: 30171615
●教育相談(中公)●交通事故出張相談

◆１歳６か月児健診
(保)

◆ママパパセミナー①
(保)

●教育相談(中公)
●子育てこころの相談
　　　　　　　（館保）
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）

◆粗大ごみ有料収集日
(資)

◆県民防犯の日◆自転車マナーアップ
　デー

28272625 窓口延長～19: 30242322
◆第27回板倉杯争奪少年
　野球大会(１日目)
　（渡良瀬グラウンド）
　※8: 30

●健康相談(保)●すくすく発達相談
(保)

◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、

30～36区)

●教育相談(中公)
◆高齢者交通安全日

●心配ごと相談(福)
◆布団家具類受入日(資)
　※9: 00～15: 00

(町)…役場
(保)…保健センター
(資)…資源化センター
(福)…福祉センター
(季)…健康の郷「季楽里」
(中公・東公・南公・北公)
　　　　　　…各公民館
※(　)内は開催場所に
なります。

【定休日及び休館日のお知らせ】
○各公民館：月曜日及び祝日(14日・15日は休館)
○健康の郷「季楽里」：木曜日(17日～19日までお休みします)
○海洋センター：月曜日及び祝日(14日・15日は休館)
○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日(14日・15日は休館)
○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日(16日は休館)

※詳しくは各施設までお問い合わせください。

313029
◆町県民税第２期
◆国民健康保険税第２期
◆介護保険料普通徴収
　第２期
◆後期高齢者医療保険料
　普通徴収第２期

◆小中学校
　　　２学期始業式

◆第27回板倉杯争奪少年野 
 　球大会(２日目)※8: 30
　（大蔵公園グラウンド）
◆夏季第33回板倉町民卓球 
　大会兼邑楽・館林・太田地
　区中学・高校卓球大会
　(板中体育館)　※8: 30◆
季楽里 特売日


